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全体計画策定の経緯
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大阪府・大阪市は、複数分野の先端的サービスの提供と大胆な規制改革等によって、世界に先駆けて未来の
生活を先行実現する「まるごと未来都市」であるスーパーシティの実現をめざしている。

これまでの経過としては、令和２年12月に内閣府により「スーパーシティ型国家戦略特別区域※の指定に関する
公募」があり、大阪府・大阪市では、2つのグリーンフィールド（夢洲、うめきた2期）における3つのプロジェクト（夢
洲コンストラクション、大阪・関西万博、うめきた2期）での先端的サービスや規制改革について提案し、国家戦略
特区諮問会議を経て令和４年４月、政令閣議決定により大阪市域が区域指定された。

地元自治体として、大阪がめざすスーパーシティの実現に向けて、官民連携のもと強力に推進するために、大阪の
スーパーシティがめざす姿、指定区域で実施をめざす先端的サービス及び規制改革の内容等を示す必要があり、こ
のため、これらを全体的に取りまとめた全体計画を策定するものである。

令和4年6月に大阪スーパーシティ協議会を初めて開催し、経済団体や公益社団法人2025年日本国際博覧
会協会及びスーパーシティ構想に関係を有する団体等とともに意見交換を行い、全体計画をとりまとめていく。

はじめに

※スーパーシティ型国家戦略特別区域
「複数分野の大胆な規制改革と併せ、データ連携基盤を共同で活用して複数の先端的サービスを官民連携により実施する区域」

（国家戦略特区基本方針）



全体計画と区域計画の案（基本構想）について
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全体計画とは、地元自治体として大阪のスーパーシティがめざす姿、指定区域で実施する先端的サービス及び規制改革の内容等を
全体的に取りまとめた計画である。

 スーパーシティ型国家戦略特区の手続きとして、国家戦略特別区域法に基づき設置される区域会議において、規制の特例措置を
伴う事業や特定事業の内容、実施主体等を記載した区域計画の案（基本構想）を作成する。全体計画のうち規制改革を伴うも
のについては、区域計画の素案として大阪府市より区域会議へ提案していく。

はじめに

区域計画の案
（基本構想）

大阪のスーパーシティがめざす未来ビジョン
夢洲・うめきた2期で実施する先端的サービス
規制改革の提案 等

地元自治体での検討 区域会議

大
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特定事業
実施主体 等
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なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか
第1章

デジタル社会の実現



大阪がスーパーシティの実現をめざす背景

世界有数の都市 大阪１ 全国都市の
デジタル化をリード
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大阪の人口

879万人
大阪の経済規模
（府民経済計算）

約41兆円

「グリーンフィールド」で
先端的サービスをいち早く実装
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大阪は、世界有数の人口集積と経済規模を持つ都市である。大阪府・大阪市では、これまで、住民QoLの向上をめざして様々な
社会課題に先端技術を活用しながら効率的・効果的に対応するスマートシティの推進に取り組んできた。

大阪には夢洲（夢洲コンストラクション、大阪・関西万博）及びうめきた2期の２つのグリーンフィールドがあり、一からまちづくりを行う
グリーンフィールドの性質から速やかに先端的サービスの実証や実装が可能となる。これら２つのグリーンフィールドで進めている特色あ
る取組としては、モビリティやヘルスケアの分野がある。

大阪広域データ連携基盤（ORDEN）の構築により、全国都市のデジタル化をリードしていく。
 こうした背景を踏まえて、規制改革を伴う先端的サービスの提供を強力に推進するスーパーシティ制度を活用することで、ヘルスケアと
モビリティの分野を中心に、より多くの先端的サービスを実装し、「技術革新と課題解決の好循環」「イノベーション創出」を図り、働き
やすく住みやすい、健康で快適な質の高い暮らしと、大阪の成長・発展の実現をめざす。

夢洲

うめきた2期

第1章 なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか

（令和4年）

（令和元年）

大阪広域データ連携基盤（ORDEN)
公民の様々なデータ連携・流通を促進し、
府民の利便性向上に資するサービス創出

圧倒的な人口集積を誇り、世界有数のグロー
バル都市である大阪において、唯一無二の日
本を代表するスーパーシティをめざす

グリーンフィールドでいち早く先端的サービスを実
装させ、スーパーシティ構想の実現に取り組み、
先端的サービスの全国展開への道筋を作る。

大阪広域データ連携基盤（ORDEN）構築
により、全国都市のデジタル化をリードする

7イメージパース（提供︓うめきた2期地区開発事業者)
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大阪府は世界有数の人口集積と経済規模を持つ都市である。
国内都市の特性を評価した調査結果では、大阪市は総合で1位に位置付けられている。分野別では交通・アクセス、経済・ビジネス、
文化・交流の分野で1位と高い評価を得ている。

順位 都市名 スコア

1 大阪市 1242.8
2 京都市 1167.7
3 福岡市 1147.7
4 横浜市 1140.5
5 名古屋市 1131.7
6 神戸市 1048.1
7 仙台市 977.3
8 金沢市 977.3
9 浜松市 954.0
10 松本市 950.1

大阪がスーパーシティの実現をめざす背景
①世界有数の都市 大阪

世界主要都市の人口比較 日本の都市特性評価 2022年度調査結果

出典
• 国連人口統計年鑑（2020),table08 Population of capital cities and cities of 100 000 or more 
inhabitants: latest available year,  2001 ‒ 2020(https://unstats.un.org/unsd/demographic-
social/products/dyb/dybsets/2020.pdf)

• 大阪府, 令和元年大阪府民経済計算, (https://www.pref.osaka.lg.jp/toukei/gdp/)
• 大阪府, 大阪府の毎月推計人口（令和4年7月）, 
(https://www.pref.osaka.lg.jp/toukei/jinkou/index.html) 

• 東京都, 東京都の人口（推計）（令和4年7月）, (https://www.toukei.metro.tokyo.lg.jp/jsuikei/js-
index.htm) 

（千人）

大阪の人口（令和4年）

879万人
大阪の経済規模（令和元年）

約41兆円

【JPC（日本の都市特性評価）2022年の対象都市について】
JPCは、国内の138都市と東京23区を対象としている。138都市の選定基準については下記の
とおり。
※「東京23区」は別途区ごとに集計されているため、上記ランキングに含まれない
1）政令指定都市
2）都道府県庁所在地（政令指定都市を除く）
3）人口17万人以上の都市 出典︓森記念財団都市戦略研究所

(https://mori-m-foundation.or.jp/ius/jpc/2020.shtml)

第1章 なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか

東京都
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大阪ではこれまで住民QoL向上の実現をめざすべく、スマートシティ戦略を策定し、先端的技術を活用して様々な都市課題に対応
するため取組を進めてきた。

大阪がスーパーシティの実現をめざす背景
①世界有数の都市 大阪

第1章 なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか

様々な都市課題 先端技術 プレイヤー

交
通
・
移
動

防
災

健
康

福
祉

子
育て

教
育

観
光

集
客

【都心のモビリティ】

【郊外のモビリティ】

• 慢性的な渋滞
• 運転手などの人手不足

• 公共交通の撤退・減少
• ラストワンマイルへの対応

• 南海トラフ地震の可能性
• 都市型自然災害の増加
• 帰宅難民/来街者対応

• 健康寿命の延伸
• 医療機関の長い待ち
時間

• 高齢者等介護の増
加と人材不足

• 障がい者への対応

• 待機児童
• 保育分野の人材不
足

• 子育てと仕事の両立
• 児童虐待の対応

• 学力の向上
• IT人材育成の必要性
• 教員などの人手不足

• インバウンドの急造
• 観光拠点のさらなる充実
• Wi-Fiやキャッシュレス対応

【アプリケーション技術】
人とICT/モノとICTの
つながり

【通信技術】
インターネット、Wi-Fi、
LPWA、５G

【情報技術】
AIデータ分析
マイニング
セキュリティ

【センシング技術】
位置、温度、速度などの
センサー

企業
通信事業者
交通事業者
ものづくり企業 等

スタートアップ
外資

IT・ネット 等

シビック
テック

Code for OSAKA 
等

大学
研究機関
大阪大学・府立
大学・市立大学
その他研究機関

等

 「豊かで利便性の高い都市生活」を未来像とする副首都の実現と、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする大阪・関西万博を成功に導くことなどを背景に、
「住民のQoL向上」を最大目標に掲げた、『スマートシティ戦略ver.1.0』を2020年3月に策定。

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う新しい生活様式や国のデジタル政策の強化等、同戦略策定後におけるスマートシティを取り巻く環境の変化を踏まえ、こ
れまで進めてきた取組を土台に、 大阪・関西万博に向け、イノベーションを加速させていくため、「大阪スマートシティ戦略ver.2.0」を策定。

出典）大阪スマートシティ戦略ver1.0（一部改変）
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大阪がスーパーシティの実現をめざす背景
②「グリーンフィールド」で先端的サービスをいち早く実装

スーパーシティと
万博レガシーを

880万府民につなぐ

輝く未来社会

ブラウンフィールドへ繋げる

大阪全体に拡がる
スマートシティ

大都市に立地する広大なグリーンフィールドを活用し、先端的サービスの実証や実装をいち早く積み重ねることが可能である。
 2つのグリーンフィールドでの実績をブラウンフィードに展開し、先端的サービスを社会の仕組みとしていく。そして、府域のみならず、全国
都市の課題解決をリードする存在となる。

2つのグリーンフィールドからブラウンフィールドへ展開

第1章 なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか

390haの広大な開発を先端
テクノロジーを活かして円滑に、効
率的に、安全に整備

2023年～
夢洲コンストラクション

夢洲︓390ha
（万博会場面積 155ha）
大阪府大阪市此花区夢洲

世界から集う2820万人※が
いのち輝く未来社会のデザインを
テーマに最先端技術を体現

2025年
大阪・関西万博

※ 提供︓2025年日本国際博覧会協会
※ 開催期間中（4月13日～10月13日）に
おける想定来場者数

250万人/日が行きかう都心で
みどり×IoT×健康による
Parkness Challenge

2024年～
うめきた2期

うめきた2期︓9ha
（うめきた2期事業区域全体17ha)
大阪府大阪市北区大深町
1番40、1番41の一部他

夢洲 うめきた2期

10

イメージパース（提供︓うめきた2期地区開発事業者)



大阪がスーパーシティの実現をめざす背景
②「グリーンフィールド」で先端的サービスをいち早く実装

第1章 なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか

誰もが最適な医療を受けること
ができる、未来の健康社会

モビリティ

ヘルスケア

時間や場所を問わず人や物が移
動できる、未来の移動社会

うめきた２期

大阪・関西万博会場イメージ図

夢洲

２つの
グリーンフィールド

• データ連携基盤などを通じ、多岐
にわたるデータを繋いだ次世代
PHRを活用し、健康・医療のシー
ムレスな融合や個人への最適化な
ど、高度化された様々な先端的
サービスを提供

• 新たなモビリティの実装（自動運
転、空飛ぶクルマ）

• ストレスフリーな移動サービス 等

 「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに開催する大阪・関西万博では「未来医療が体験できるサービス」の提供、うめきた２期で
は「ヒューマンデータとAI分析等による健康増進プログラム」の提供等、ヘルスケアの分野において先端的な取組を行う。

 また、大阪・関西万博では「空飛ぶクルマ」や「自動運転車」の実装、夢洲コンストラクションでは「建設工事現場内外の移動等の円
滑化」等、モビリティの分野において特色のある取組を行う。

大阪・関西万博の開催をはじめ、多くの人々やモノの移動、交流が行われる２つのグリーンフィールドにおける３つのプロジェクトを実
証・実装の機会として、主としてモビリティとヘルスケアの分野を中心に先端的サービスを展開し、スーパーシティを実現する。

提供︓2025年日本国際博覧会協会

夢洲コンストラクション
・バイタル情報及び位置情報によるリアルタ
イムでの安全・健康管理
大阪・関西万博
・「いのち輝く未来社会のデザイン」がテーマ
・大阪ヘルスケアパビリオン

夢洲コンストラクション
・建設工事現場内外の移動の円滑化
大阪・関西万博
・空飛ぶクルマ・自動運転車の社会実装
・大阪ファストパスサービス（仮称）

うめきた２期
・ヒューマンデータとAI分析による健
康増進プログラム

うめきた２期
・パーソナルモビリティによるエリアの
回遊性やラストワンマイルの移動
快適性の向上

さらなる未来

11

イメージパース（提供︓うめきた2期地区開発事業者)



大阪がスーパーシティの実現をめざす背景
③全国都市のデジタル化をリード

他地域のPF**夢洲／万博
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アセットマネジメント
外部データ連携

運
用
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

データ環境

建設
データ

車両
データ

施設
データ

人流
データ

防犯
データ

空間
データ

大阪府
データ

市町村
データ

行政
データ

市町村データ
連携基盤
（OSA43）

データ
連携基盤***

データ
連携基盤

データ
連携基盤

※ データ連携基盤機能活用

大阪のスーパーシティで先駆けた先端的サービスの成果を府域全体へ展開する仕組みとして、現在、「大阪広域データ連携基盤
（ORDEN）」を構築中である。公民の様々なデータ連携・流通を促進し、住民の利便性向上に資するサービスを創出していく。

将来的には、他の都市のデータ連携基盤と接続し、同様のサービス展開可能とする等、全国都市のデジタル化と課題解決をリードし
ていく。 大阪広域データ連携基盤（ORDEN）

第1章 なぜ大阪はスーパーシティをめざすのか
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大阪のスーパーシティ構想の概観
第2章

成長し続ける都市・大阪



「健康といのち」をテーマに住民QoLを向上させる先端的サービスを展開

データで拡げる“健康といのち”
2023年～
夢洲コンストラクション
3つの円滑化を推進
1. 建設工事現場内外の移動
2. 建設工事及び資材運搬
3. 建設作業員の安全・健康管理

2024年～
うめきた2期
中核機能のテーマ
ライフデザイン・イノベーション
超スマート社会が到来する中、IoTやビッグデータ等の活用により、創薬や医療機器開
発などの分野にとどまらず、人々が健康で豊かに生きるための新しい製品・サービスを創出

2つのグリーンフィールド
•夢洲
• うめきた2期

2025年
大阪・関西万博
テーマ
いのち輝く未来社会のデザイン
サブテーマ
Saving Lives（いのちを救う）
Empowering Lives（いのちに力を与える）
Connecting Lives（いのちをつなぐ）

大阪のスーパーシティのテーマは「データで拡げる“健康といのち”」。２つのグリーンフィールドで３つのプロジェクトを展開、大阪全体のブ
ラウンフィールドへ拡張していく。

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観

提供︓2025年日本国際博覧会協会
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住民QoLの向上と
都市競争力の強化を

めざす
スーパーシティと
万博レガシーを展開

輝く未来社会
イメージパース（提供︓うめきた2期地区開発事業者)



大阪のスーパーシティがめざす未来ビジョン

大阪広域データ連携基盤 ORDEN［Osaka Regional Data Exchange Network］

先端国際医療 空飛ぶクルマ 夢洲コンストラクション
先端国際医療サービス
国籍や場所を問わず、先端国際医療サービスを日常的
に享受することができる環境を整備

日本初の空飛ぶクルマの社会実装
空飛ぶクルマを万博会場へのアクセスや観光周遊
サービスなどで活用し、社会実装を実現

ドローン等による建設現場の革新
資材運搬、測量、工事管理、現場見守り等にドロー
ン、BIM・CIMデータ等を積極活用

未来健康サービス 次世代モビリティ うめきたパークネス
個別最適型の健康増進プログラム
ヒューマンデータとAI分析等のエビデンスに基づく個人
にあった健康増進プログラムの提供
次世代PHRを活用した先端的サービスの高度化
データ連携基盤などを通じて健康、医療、介護、スポー
ツなど、多岐にわたるデータを繋いだ次世代PHRを活用
し、AI等の新たなテクノロジーを利用することで、健康・
医療のシームレスな融合や個人への最適化など、高度
化された様々な先端的サービスを提供

レベル４相当の自動運転の実施
万博会場内外のバスの移動を、自動運転（レベル
４相当）で実施

自動運転×貨客混載による交通渋滞緩和
レベル２の自動運転バスを使った建設作業員と工事
資材の効率的輸送により交通渋滞緩和

みどり×IoT×健康
健康増進サービス、リアルとデジタルの融合空間の創
造、ロボットによる施設管理等により未来の公園を実
現

ピンポイント気象予報
AI等による気象予報
AI技術と観測データなどを活用し、地域限定の気象
予報サービスを提供

大阪SDGs
行動憲章

わたしたちは、「誰一人取り残さない、持続可能な社会の実現」をめざす“持続可能な開発のための2030アジェンダ”（SDGs）の理念に賛同し、
2025年大阪・関西万博の地元都市として、万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」に向けて、SDGsの17ゴールの達成をめざします

目
的

ビ
ジ
ョ
ン

主
な
先
端
的
サ
ー
ビ
ス

住民QoLの向上
QoL…Quality of Life 「生活の質」

都市競争力の強化

移動 物流 まちづくり 防災

豊かに暮らす健康長寿社会
ヘルスケア

ストレスフリーな最適移動社会
モビリティ

活力にあふれるデータ駆動型社会活力にあふれるデータ駆動型社会
ビジネス・イノベーション

医療 健康

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観
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住民一人ひとりの生活の質が向上し、都市が成長し続ける大阪

【ビジネスが生まれるデータ駆動型社会】
快適な環境のもとでチャンスが溢れる、未来のビジネス都市

イノベーションを通じたビジネスの振興

ビジネス・イノベーション

大阪広域データ連携基盤 ORDEN［Osaka Regional Data Exchange Network］
分野別データ 地域別データ 事業別データ

スマート
エネルギー
スマート
エネルギー

スマート
観光
スマート
観光フィンテックフィンテックエドテックエドテック スマート

防災
スマート
防災

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観
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豊かに暮らす健康長寿社会
誰もが最適な医療を受けることができる、未来の健康社会

ストレスフリーな最適移動社会
時間や場所を問わず人や物が移動できる、未来の移動社会

ヘルスケア モビリティ

先端国際医療 未来健康サービス
- 誰もが質の高い医療を
いつでも受けることができる
先端医療の提供

- ヒューマンデータとAI分析等によ
る健康増進プログラム
- データ連携基盤などを通じ、多
岐にわたるデータを繋いだ次世
代PHRを活用し高度化された
様々な先端的サービスを提供

空飛ぶクルマ 次世代モビリティ
- 万博会場のアクセスから、
観光利用、そして日常モビリ
ティとして、空飛ぶクルマの発
展・進化

- 自動運転車による万博アク
セスと会場移動

16

大阪・関西万博で世界の人々が体現する最先端技術のサービスを
すべての人が享受できる環境をつくることで、発展的で持続性のある“未来社会”をめざす



2025年 大阪・関西万博を機に “豊かな未来社会” を実現

 スーパーシティの各フィールドでの取組は、大阪・関西万博を機に、更に技術革新、社会実装を促進し、府域全体（ブラウンフィール
ド）へ展開していく。

フェーズⅠ
～2024年 Before万博

フェーズⅡ
2025年 With万博

フェーズⅢ
2026年～ After万博

医
療
・
健
康
等

医
療

『健康寿命が延伸し、豊かに暮らすことのできる、未来社会』

建設作業員の安全・健康管理
リアルタイムでのAI解析等

夢
洲

“健康といのち”がコンセプトの万博
近未来の医療サービスを体感・具現化

万
博

先端国際医療の提供
日常化された先端医療サービス

レ
ガ
シ
ー

健
康

『全ての人が最先端の医療サービスを受けることができる、未来社会』

AI等による個別健康プログラム
ヒューマンデータとAI活用

う
め
き
た

フューチャーライフ万博
未来のヘルスケア・インキュベーション

万
博

データ連携等によるサービスの高度化
次世代PHRと新たなテクノロジーを活用

レ
ガ
シ
ー

移
動
・
物
流
等

陸
路

『過密化する都市のモビリティをストレスフリーで移動できる、未来社会』

自動運転車(レベル2)での貨客混載
都市部での貨客混載

夢
洲

自動運転車（レベル4相当）の実施
万博アクセスや会場内移動

万
博

大阪版都市型MaaS
多様なサービスをつないで街を活性化

レ
ガ
シ
ー

空
路

『時間や場所を選ばず自由でスピーディーな移動が可能となる、未来社会』

ドローン・コンストラクション
ドローンによる輸送・監視・管理

夢
洲

空飛ぶクルマの万博アクセス
万博会場を結ぶ空飛ぶクルマの実装

万
博

日常での空飛ぶクルマの普及
街中にポートが存在する日常モビリティ

レ
ガ
シ
ー

凡例 夢洲コンストラクション 万博会場 うめきた2期 万博レガシー夢洲 万博 うめきた レガシー

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観

17



住民一人ひとりの生活の質が向上し、都市が成長し続ける大阪 【医療・健康等】

フェーズⅠ
～2024年 Before万博

フェーズⅡ
2025年 With万博

フェーズⅢ
2026年～ After万博

医
療
・
健
康
等

ビ
ジ
ョ
ン
イ
メ
ー
ジ

建設作業員の安全・健康管理 “健康といのち”がコンセプトの万博

「大阪ヘルスケアパビリオン」イメージ図

先端国際医療の提供

AIや遠隔で世界の最新医療を

サ
ー
ビ
ス
内
容

• 広大な敷地で働く建設作業員の健康管理の
ために、バイタル情報や滞在場所環境、気象
情報などをAI解析し、個人にあった適切なタイ
ミングでのアラートを通知する。

• 大阪府と大阪市がREBORNをテーマに設置
する「大阪ヘルスケアパビリオン」では、未来の
診断や健康ケア、未来医療が体験できるサー
ビスを提供。

• 遠隔医療や遠隔投薬、AIやロボットによる診
療支援、再生医療などの先端医療サービスを、
国籍や場所を問わず、日常的に享受すること
ができる環境の整備。

ビ
ジ
ョ
ン
イ
メ
ー
ジ

AI等による個別健康プログラム

運動施設 屋内プール

フューチャーライフ万博

提供︓2025年日本国際博覧会協会

データ連携等によるサービスの高度化

サ
ー
ビ
ス
内
容

• うめきた2期に設置予定の温泉利用型健康増
進施設にて、ヒューマンデータとAI分析等による
エビデンスに基づく健康増進プログラムを提供。

• 効果を数値化してデータに還元することで循環
型の健康サイクルを形成。

• フューチャーライフ万博は、 Society5.0が実
現する未来社会を「共創」によってつくりあげる
インキュベーション型事業。

• フューチャーライフパークを拠点に、未来のヘル
スケア(健康医療等データ利活用、医療機器・
福祉用具等)も行う。

• データ連携基盤などを通じて健康、医療、介
護、スポーツなど、多岐にわたるデータを繋いだ
次世代PHRを活用し、AI等の新たなテクノロ
ジーを利用することで、健康・医療のシームレス
な融合や個人への最適化など、高度化された
様々な先端的サービスを提供。

誰もが最適な医療サービス・健康サービスを受けることができる未来の健康社会の実現に向けて、スーパーシティのフィールドで実績
を重ねていく。

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観

提供︓2025年日本国際博覧会協会
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出典︓総務省HP
PHR（パーソナルヘルスレコード）サービス イメージ

健康増進施設イメージパース



住民一人ひとりの生活の質が向上し、都市が成長し続ける大阪 【移動・物流等】

フェーズⅠ
～2024年 Before万博

フェーズⅡ
2025年 With万博

フェーズⅢ
2026年～ After万博

移
動
・
物
流
等

ビ
ジ
ョ
ン

イ
メ
ー
ジ

自動運転車(レベル2)での貨客混載 自動運転車(レベル４相当)の実施 多様なサービスを繋ぐ大阪版都市型MaaS

サ
ー
ビ
ス
内
容

貨客混載
• 作業員用シャトルバスで貨客混載することで工
事資材や弁当等の運送を効率化
シャトルバスの自動運転化
• レベル２での自動運転走行を大型第一種免
許で可能にし、輸送効率を向上

自動運転／万博会場内
• 万博会場内の移動を、バスの自動運転（レベ
ル４相当）で実施
自動運転／万博アクセス
• 万博会場へのアクセスの一部を、バスの自動
運転（レベル４相当）で実施

都市型MaaS
• 交通手段による移動を1つのサービスとして捉え、
それらをシームレスにつなぐことで、移動を支える
トータルサービスを実現し、多様なサービスが選
択できる都市型MaaSを社会実装

ビ
ジ
ョ
ン
イ
メ
ー
ジ

ドローン・コンストラクション

出典︓経済産業省HP

日本初の空飛ぶクルマの社会実装

空飛ぶクルマの離着陸場

日常での空飛ぶクルマの普及

出典︓経済産業省HP

サ
ー
ビ
ス
内
容

ドローンによる夢洲開発の円滑化
• 夢洲開発における工事の円滑な進捗と安全
管理のためにドローンを最大限に活用
1. ドローンによる資材等の運搬、作業現場域
内の高所等への資材配送

2. ドローンを活用した測量・工事管理
3. ドローンによる建設現場の見守り

空飛ぶクルマ／万博アクセス
• 関西の主要空港から万博会場を結ぶ、空のア
クセスとしての空飛ぶクルマの社会実装
空飛ぶクルマ／観光周遊
• 主要観光地と万博会場を結ぶ、観光アクセス
としての空飛ぶクルマ

街なかにポートが存在する日常モビリティ
• 主要駅やビルの屋上（Hポート・Rポート）、コ
ンビニの駐車場、ウォーターフロントなど、市街
地の様々な場所にポートが存在し、日常使い
のモビリティとして空飛ぶクルマが普及

時間や場所を問わず人や物が移動できる未来の移動社会の実現に向けて、スーパーシティのフィールドで実績を重ねていく。

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観

提供︓2025年日本国際
博覧会協会
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出典︓国土交通省出典︓経済産業省HP



スーパーシティ実現のスケジュール

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 万博後

夢洲

夢洲
コンスト
ラクション

大阪・
関西万博

▼
万博基本
計画策定

▼
万博ICT
基本計画 4/13～10/13

うめきた２期

基本設計・実施設計 パビリオン等建設

道路等インフラ整備

万
博
開
催

実施設計・工事（民間開発・都市公園） 工事（2027年度 全体開業）

一
部
先
行
ま
ち
び
ら
き

第2章 大阪のスーパーシティ構想の概観

建設プラットフォーム運用

夢
洲
工
事
本
格
化

撤去 跡地
開発
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夏頃


